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1．視点と問題意識
　
　私は富山大学芸術文化学部に学び、芸術的・文化的“ 価値 ”の存
在に出会った。文化マネジメントコースを選び、芸術や文化の質を高
める役割を担い、マネジメントする多角的な視野を持つことで、芸術的・
文化的な“価値”の見方をさらに深く捉えなおす機会を得た。　
　私は「見えない価値に付加価値をつけることができるもの、それは
言語だ」との考えを軸に研究を展開している。すなわち、「音」は「見
えない」けれども純粋に自分の耳で聴き、想像し感じ取ることができ
るという「価値」をもつ（nonverbal コミュニケーション媒体の）典
型例であり、芸術・文化の分野の中から音楽を研究対象に選んだ。
　「言語の表現によって音楽にイメージを付け加える事が、聴く側によ
り一層多くの想像を沸きあがらせ、感動を高めるものだと捉え、的確
な言語による説明は音楽の付加価値をの高める効果がある」と仮説を
立て、実証のためのアンケ トー調査を行なった。　
　問題設定の組み立ては以下の通り。
①（歌詞のないピアノ）曲に対して、出版元がどのような言語表現によ
る修飾・プロモーションを実施し、付加価値を付けているのか、
②曲の視聴によって、プロモーション表現がふさわしいものとして聴
き手に伝わっているのか、
③聴き手が曲からイメージして再生した言語表現（主に形容語）と、
出版元がプロモーションのために用いた表現との差異の有無と程度を
測定するために実験を組み立て、質問紙で反応を記録した。音と言語
表現の相互関係によって生まれた付加価値の存在を、様々な角度から
考察し明らかにした。
2．実験の概要
（1）曲目の選定
　アンケート調査で使用する曲は、イージーリスニングを代表するピア
ニストのリチャードクレイダーマンのオリジナル曲とした。図リチャー
ドクレイダーマンの画像　演奏者本人の監修によって出された“THE 
ROMANTIC SELECTION”リチャードクレイダーマンの世界全 10 巻
の中から3曲を選ぶ。
（2）実験材料の特徴
　曲名の開示有無：3 曲とも曲名をアンケ トー用紙に示して、被験者に
視聴してもらう場合と、曲名を示さずに視聴してもらう2つに分ける。
先入観の有無：被験者がリチャードクレイダーマンを知っていた場合、
被験者がもつ演奏者のイメージにっよって、演奏から想起される言葉、
プロモーションの言語表現の伝わり方がアンケ トー結果に影響を与えて
くると予想。演奏者の名前を示す場合と示さない場合との2つに分ける。
以上により、3つの変化要因をアンケートに設定するものとした。
A. 演奏者の名前を示し、曲名も示す。
B. 演奏者の名前を示し、曲名を示さない。
C. 演奏者の名前も、曲名も示さない。
3 パターンのアンケートを作成し、それぞれアンケート対象者の年齢、
性別、住所問わず調査を実施した。
（3）設問の概要
①基本属性（性別、年齢、世帯、地域、職業）
②当てはまる好きなもの最大3つ
③好きな音楽のジャンルを番号順に記入
④演奏からイメージ・連想された形容詞を自由回答
⑤曲について表現された言葉（プロモーション表現）について、5 段
階評価で当てはまると思う番号を○で囲む
3．結果
仮説に結び付く主な調査結果を掲載していく。
〈アンケートA,B,C 別々に表したイメージ結果〉
 
 
 
 
 
                                                         　　　
　　　　　　　
曲目でアンケート A と B の中間に位置している。3 曲目ではアンケー
芸術・文化活動に付加価値を付ける言語表現分析
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1曲目：「渚のアデリーヌ」 2曲目：「虹色の心」
3曲目：「木漏れ日の詩」
[ 分析結果 ]その 1
アンケートの条件を変えるこ
とで、曲の受け止め方に大き
く影響を与える事が分かる。
アンケート A では全体的に曲
のプロモーション表現に対し
て多くの共感が得られている。
アンケートBについては、1,2
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トCよりも共感の度合いがやや低いか高い位の差が見られる。アンケー
ト C は A,B のアンケートに比べて、全体的に共感の度合いが少ない結
果となった。従って種類別アンケートの結果によって、聴き手に、より
多くの情報が与えられることで、曲のイメージに対する受け止め方が変
わり、多くの共感が得られることが分かった。アンケート C のように、
演奏者も曲名も示さない場合だと、聴き手は曲に対する表現に対して
シビアな判断を下す傾向があると考えた。
〈自由回答結果〉
　曲を聴いて被験者が感じた自由な発想を、形容詞で表現してもらう。
自由回答によって曲のイメージを言語で表現する「想起」を行なう。
どのように想起された言語があり、多く見られたのか、プロモーショ
ン表現との比較を行う。
[分析結果 ]その 3
　1 曲目の一番共感が得られたプロモーション表現は「美しい」、自
由回答では「綺麗」といった、2 つとも比較的似たような概念の意味
として捉えた。自由回答にも、いくつかプロモーション表現と共通す
る言葉があることから、プロモーション表現が聴き手に共感が得られ
るものが多かったと判断した。2曲目では、お互いのグラフで「切ない」
のパーセントが大多数を占める結果となった。また、「切ない」以外
に自由回答とプロモーション表現に共通する言語表現は見当たらな
い。2 曲目では聴き手が、曲に対して他のイメージを強く抱き、新しい
付加価値を付けたと考えた。3曲目は、共通言語と、自由回答で1番
多かった言語表現が一致した。「ゆったりとした」もお互いの順と対応
している。イメージ結果図 3 から、3 曲目は聴き手にばらつきが見ら
れなかったように、自由回答においてもプロモーション表現と自由回
答のあいだに大きな差異は見られなかった。
〈言語表現の数の違いによるイメージ結果〉
　形容詞の数が、1以上 5未満、5以上 10 未満、10 以上　の 3種
類の結果を合わせて表示する。
[分析結果 ]その 4
　表現される言語の数
の違いによる曲のイ
メージ11の捉え方
の違いは、1曲目から
3曲目にかけて、徐々に
差が開いている事が分
かる。1曲目については
言語表現の数に関係
なく3つとも比較的まとま
りのある線の動きが見られる。2 曲目から、言語を 10 以上かいた聴
き手に大きな線の動きが見られる。その中で「切ない」についての平
均値は 1.0 であった。3 曲目ではプロモーション表現された言語のう
ち、長く表現された文章ほど、3つとも大きく反応が違う結果を表した。
1～ 5、5～ 10 の表現の数だった 2つの線にはお互い大きな差が見
られないが、こちらも 3 曲目になって差が開いていく結果となった。
この結果からより多くの言語を書いた聴き手ほど、曲に対して共感し
やすい事が分かる。
4．結果とまとめ
　
　研究では、音を修飾する言語表現によって、より効果的な付加価値
が付けられるという仮説を立てた。その仮説は、
①より多くの情報・言語表現が与えられた曲ほど、聴き手が曲に対し
てイメージがし易く、はっきりとしたものになり、プロモーション言語
に対しての共感も多く得られる。
②自由回答の言語表現の数が多ければ多いほど、より曲に対する共感
が多い。
③音色やリズムを価値付ける言語表現がふさわしいものでなければ、
聴き手に違和感を与え、その曲に対して修飾された言語とは異なる反
応になってしまう。音を修飾する言語は聴き手に大きく影響力を与え、
曲のイメージを保つ軸となる。
　以上の調査結果から得られた分析により、仮説を証明することができた。
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